北欧 系が 「思想ら しきもの」 を 重んじ、 舞台の 「動 

き」 を 尊重す るに 反し、 南欧 系 は 「詩」 を 重んじ、 「言 

葉の 効果」 に 神経 を 集める。 「思想」 が あれば、 「詩」 

はいらぬ とい ふわけ では あるまい し、 「人生 的 主義」 を 

伝へ るた めに、 最も 「言葉の 効果」 に 敏感な 神経 を 働 

かせれば よいので ある。 が、 双方 は、 何れも その 主張 

に 於て、 自ら 恃む ところ を、 強調す るの は 已むを 得 ま 

ヽ o 

レ 

北欧 系 は、 「人生に 正面から ぶっかる」 ことが 文学の 

本道な りと 云 ひ、 南欧 系 は、 別に そんな こと は 何とも 

云 はぬ が、 内心、 「人生の 脚 を 掬つ」 たり、 「睾丸 をつ 



底本 ： 「岸 田國士 全集 加」 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年 3 月 8 日 発行 

底本の 親 本 ： 「現代 演劇 論」 白水社 

1936 (昭和：：：) 年 u 月^日 発行 

初出 ： 「演劇 新潮 第一 ー卷 第三 号」 

1927 (昭和 2) 年 3 月 ー 日 発行 

入力 .. 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 00 5年2月6日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



